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4月中旬になると海氷 も人が歩ける程 までに成長 し,
早速 とっつ き岬への海氷ルートの設定工作が始まる.月
末にはスノーモービルが走れる程までに厚 さが増 した.
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4台の雪 ヒEドで基地出発,ル ー ト整備,雪 尺測定を行い
つつ,寒気の中での旅行技術の訓練にはげむ.この旅行
の目的は前進基地旅行用の燃料輸送,み ずほ基地の無人
気 象 シ ステ ム の整 備 で あ る.内 陸 の 厳 しさに 十 分 に 馴 れ
た 隊 員達 は帰 っ て ゆ っ く りす る間 もな く春 ～ 夏 の 内 陸 旅
行 の 準備 を進 め る.10刀3日6入 の 内 陸 旅 行 隊が 昭和 基
地 を 出発,800km奥 地 の前 進 拠 点 に向 か う.み ず ほ 基
地 まで の 順 調 な旅 行 は,　IMル ー トに 入 るや ・継 し,悪
天,-50℃ を越 す 寒 気 に さ ら され て の 旅 とな り難 渋 す
る.15～20cmの 高 さ まで埋 ま っ た雪 尺 を た ど りつ つ 進
む.時 に は悪 視 程 の 中,20kmも レー ダー航 法 で 進 み雪
尺 を 見 出 す こ と もあ る.　ll月18日標 高3,000mのG6地
点 到 着,こ こで2名 の 気 象 観 測 班 を残 し,4名 は 更 に
200km先の 前 進 拠 点 に 向 か う.G6の2人 は一二週nil前
に1・t:って 昭 和 基 地 高 層 観 測 に 呼応 して,高 層 ゾ ン デ観 測
を続 け る.10月27日 前 進 拠 点 到 着.『1:ちにARGOS ,
CMoS無 人 気 象 シ ス テ ム の 設 置 を は じめ る.前 進 拠 点
の 中 は きれ い に 整 頓 され,先 住 者 の 心 意 気 が 感 じ られ る.
U月8日 再 びG6に 戻 り,ド ー ム 計 画 の た め の 新 た な
ル ー トを探 りつつ .雪 氷 の 停 滞 観 測 を数 ヵ所 で 行 って み
ず ほJS地に11月26日に帰 着 し た.み ず ほ 基地 で は 第2[ul
み ず ほ旅 行 隊 に 出迎 え を受 け る.旅 行 隊}写編 成 後,第2
[【11内陸 旅 行 隊 はみ ず ほ基 地 南 東150km地点 にlf]Jい,残
りは 昭和 基 地 に向 か う.12月5日 とっつ き岬 到 着.海 氷
.ヒに は 久方 ぶ りに整 備 され,29次隊 唯 一・の滑 空 機 と な っ
た ホ バ ー ク ラ フ トが 出 迎 え て い た.
1988年の 昭 和基 地 周 辺 の 気 候 は全 般 的 に不 川C(であ った.
ブ リザ ー ドの 来 襲 は平 年 の レ5以 下 .融 雪 期 に も 荒 金 ダ
ム が 満 水 に な る こ と もなか っ た.10月 まで の 高温 傾 向 は
11月以 降.・転 して低 温 傾 向 と な り,1月 に 人 っ て もパ ド
ルの 形 成 は 極 め て小 規 模 な もの で あ っ た .27名の 小 人 数
の た め,内 陸,ラ ン グ ホ ブデ か ら隊 員 の帰 参 を 求 め何 と
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か 荷 受 け を こ な し,最 後 の 内 陸 オ ペ レー シ ョ ン,H150
で の 表 層掘 削 開 始 を明 日に控 え た1月13日 ク レバ ス事 故
の 第 一 報 が 入 り,す べ て の29次観 測 オペ レー シ ョ ンを 中












翌日からは引き継ぎと平行 して,航 空写真撮影,デ ポ柵
建設,排 水孔ボーリングが開始された.ま た,翌 々日に
は陸送班第一陣が越冬物資を満載し 「あすか」入 りした,
30マイル地点から70kmあまり,10時間の行程である.





















の連続であった.直 線な らば 「あすか」から100km少
しの所 を大きく遠廻 りして,約250kmで目的の裸氷帯
に到着.標 高3,000m,気温一30°C,探求には陽石が集







に合流 させ,9名 でチームを再編成,新 ルートでバルヒ
















及び衛星受信棟 を建設 してお り,そ れに大型(直 径
11m)のパラボラアンテナ及びこのアンテナ を覆 うレ




トル港に寄港 して,ノ ルウェーからの交換科学者1名 を
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り品を持って船を降 り,荷物 をソリに,雪上車に分乗 し
て基地に向かった.夏 期隊員宿舎などに,荷物を収める
のもそこそこに仕事につく,大型アンテナ建設関係を始

















が,強 風のため,作 業を断念せ ざるを得ない日も何 日か
あった.
1月15日レドームの組立は終了した.こ れから内部の

















に持 ち帰 り物品を収容 し,昭和基地に戻 りオペ レーショ
ンを再開した,
2月25日を最終便と計画して進めたが,天 候に災いさ
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残し,3月4日 夕刻,東 航を開始し帰路についた,3月
13日南緯63°東径150°に達 し北上を開始 した.北 上中,
「しらせ」乗組員の献身的な支援に支えられ5点 の停船














バ ー ド ・ア イラン ド基地(英)を 訪問 して
内 藤 靖 彦
昭 和63年12月24日よ り約1ヶ 月 交換 科 学 者 と して バ ー
ド ・ア イ ラ ン ド基 地 に 滞 在 した.イ ギ リス 南極 調 査 所が
経 営 す る生 物 専 門の 南 極 観 測 基 地 で あ る.バ ー ド ・ア イ
ラ ン ド(54°00'S,38°02'W)は一 般 的 に は無 名の 島 で あ
るが,海 獣 や 海 鳥 を中 心 に,高 い レベ ル の研 究 活 動 を行
っ て い る こ とで この 基 地 は専 門 家 の 間 で は つ とに有 名で
あ る,こ の 島 は,フ ォ ー ク ラ ン ド紛 争 で 話 題 に な っ た,
かつ ての 捕 鯨 基 地 の 島 サ ウス ・ジ ョー ジ ア 島 の北 西 端 に
あ る 長 さ6.5kM,巾1.5kmの小 さ な 附 属 島 で あ る.サ
ウ ス ・ジ ョー ジ ア島 と は 巾僅 か500mの バ ー ド海 峡 で隔
て られ て い る.こ の 島 を最 初 に報 告 した の は キ ャ プテ
ン ・ク ックで あ る.彼 は1775年こ の 島 に 上 陸,動 植 物 や
地 理 の 調 査 を行 な い,海 鳥 の 多 さ か ら,そ の 名 もバ ー
ド ・ア イ ラ ン ドと命 名 して い る.
島 の 地 形 は 急 峻 で,い つ か の 岩 山が くっつ いて 海 上 に
そ そ り立 つ よ うな観 を呈 して い る.島 の 南 側 に ゆ るや か
な傾 斜 地 が 多 少 あ る.島 の 面 積 は約400ヘク タール あ り,
この 内200ヘク タ ール が,タ ソ ック と呼 ば れ る ヤ チ ポ ウ
ズ状 の植 物 コ ロ ニ ー(径50cm,高 さ60cm程の だ ん ご
状 の 植 物 コ ロニ ー)で 被 わ れ て い る.残 り130ヘク ター
ルが 露 岩 地 で あ り,小 石,砂 地 が57ヘク ター ル,蘇 頬被
度 面 積 は19ヘク ター ル で あ る.こ の 島 に生 息 す る動 物 は,
その 名の 通 り海 鳥 が 非 常 に 多 い.主 な種 類 と生 息 数 は,
マ カ ロ ニペ ンギ ン;50.OOO～ge.ooottい;ゼンツ ー ベ ン
ギ ン;2.000～4.000番い,ワ タ リア ホ ウ ド リ;1,200～
1,400番い,マ ユ グ ロ ア ホ ウ ド リ;13.000番い,グ レ イ
ヘ ッ ドア ホ ウ ドリ;9,000番い,プ リ オ ン類;50,000番い,
ア オ ミズナ ギ ドリ;13.000～17,000番い,ノ ドジ ロ ク ロ
ミズ ナ ギ ドリ;23,000～36.000番い,コ シ ジ ロ ウ ミツバ
メ;44,000～78,000番い,等51種 が 生 息 して い る.ま た
南部 の海 岸 に は ナ ンキ ョクオ ッ トセ イが 至 る とこ ろ に上
ぷ鰻ぎ 蘂←




















されている.医 者,発 電機のためのメカニ ックス,通信
オペレーターが全 くいないのには,昭 和基地を知る私に






は,こ の基地には トイレが全 くないことである,ト イレ
は近 くの沢でオットセイや海鳥に混って用を足すことに
なっている.雨,雪 が多いこの亜南極の島では,雨 カッ
パを着て用を足 しに行 くことが多く大変不便に感 じた.
しか し,それも都会生活から脱出したばか りの最初の数
































































楽 しみである,一方,井 上生先によれば,今 回の調査で
は200種近い地衣類が採集されたが,昭和基地周辺 との
共通種はわずかで,種 組成は非常に異なるものになりそ
写真:1989年12月28日長城基地第一居住棟前で 中国隊の メンバ ーと.左 端が井上助教授,右 端が筆者.
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基地 で は.大 型 ア ンテ ナ の組 み 立 て 等 の 作業 や引 継 ぎ
が順 調 に行 わ れ た.1月25日 に は ア ンテ ナ レ ドー ム の組
立 て が完 了 した.
昭和 基 地 を出航 した 「しらせ 」 は,乱 氷 帯 に 阻 わ れて
航 行 が 難航 した が,1月21日 ブ ラ イ ド湾 に 到着 し,陽 石
調 査 隊9名 全 員 を無 事 収容 した,さ らに,2月3日 に は,
ケ ー プ タウ ンに 緊急 入 港 して負 傷 した3隊 員 と井 上 医師
を下船 させ た.
2月19日に は,リ ュッ'tホル ム 湾 に戻 っ て きた 「しら
せ 」 か ら,江 尻 隊 長 以 下17名が 昭 和 基 地 に 入 っ た.20日
に は越 冬 成 立 式 を行 い 越 冬 に対 す る 決 意 を 新 た に した.
2月23日 に は,　EXoS-Dの 受 信 に 成 功 し,大 型 ア ンテ
ナ の受 信 は 軌 道 に 乗 った.
あ す か観 測 拠点
12月22日よ り実 質 的 な 運営 を 開 始 した30次隊 は,新 年
を迎 え,越 冬 の決 意 を新 た に した.1月9日 に初 め て の
ζ㌫ 罵 欝1t建踪 言㌶:孟警:蠕 ●
次 隊 で は ま っ た く埋 まる こ との な か った 発 電 棟 の 風 上 側
出 入 口,造 水槽 の雪 人 れU等 も約2メ ー トルの積 雪 の 下
に な った,ク レバ ス事故 で は,基 地,調 査 隊 と も緊 張 し
た 空 気 に 包 まれ た.レ ス キ ュー体 制 を しい て待 機 状 態 に
入 る と と もに,通 信 中継 業務 等 を 通 じて救 援 活 動 を援1覆
した.
ブ リザ ー ドの 合 間 を縫 って2月1日 に は 地学 ・生 物 調
査 隊,5日 に は雪 氷 隊 が 帰 投 し,基 地 は18名の大 所 帯 と
な った,2月14日 に は9名 の30次夏 隊 と29次隊 の藤 田 隊
員 が30マイ ル地 点 か らヘ リ コ プ ター で ピ ッ クア ップ され
た.
◇一一 案 内 ◇
平成元年4月1日 付け人事異動
(教官系)
区 分 新 宮 職 名 氏 名 旧 官 職 名
昇 任 助教授研究系
超高層物理学第.・研究部門
山 岸 久 雄 助手研究系
超高層物理学第一・研究部門
　
転 入 助手研究系雪氷学研究部門 本 山 秀 明 北海道大学助手
低温科学研究所
一8一
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(事務系)
区 分 新 宮 職 名 氏 名 旧 官 職 名
転 出 大阪大学経理部長 山 口 博 治 管理部長
〃 電気通信大学庶務課長 妹 尾 茂 喜 事業部事業課長
〃 東京医科歯科大学施設部
建築課第一工営係長
菊 池 健 管理部会計課施設係長
り 東京大学庶務部人事課
給与第一掛
渡 辺 和 良 管理部庶務課人事係
転 入 管 理 部 長 小 原 孜 郎 名古屋大学庶務部長
〃 事業部事業課長 赤 羽 錦 一 奈良国立文化財研究所
庶務部庶務課長
〃 管理部会計課施設係長 諸 田 修 二 東京大学施設部
設備課機械第三掛
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statlons)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp、)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　 (m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Number　of　clear　(iays)




































































ンギンは1月 上旬か ら中旬にかけてはル ッカ リーから
せいぜい2km以 内の水開きで集中的に採食 している
ことが明らかとなった.
このようにラジオットラッキング法は大型動物の行
動追跡の方法として利用価値が高 く,そのハードウェ
アもある程度まで完成 されている.し かし.実際の運
用面では,た とえば動物の実際の生活空間の特性にも
とつ く測定誤差などいくつかの問題があ り,人的労力
も想像以上である.南 極のように船舶などの利用が制
限される場所ではこの方法が必要不可欠であるが,
我々のシステムでも,自 動化,地 形による位置推定誤
差の測定などい くつかの問題が残 されており,今後改
良を進める予定である.
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